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１ 消費者センターの概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



 1. 消費者センターの概要                    
名 称  宗像市消費者センター 
                                                  
所在地  〒811-3405  宗像市須恵一丁目 4番 1号        
     TEL 0940－33－5454 
     FAX 0940－33－5469           
                                                   
 
 
 
沿革  昭和 57年 2月  宗像市消費生活相談所設立 
             窓口（月・水・金 AM10:00～PM3:00） 
        平成元年 4月   窓口 平日（月～金）常設とする。 
             消費者啓発推進の為、コンシュマー・カレッジ開講 
    平成 3年 4月   受付時間の延長と相談体制の充実 
             窓口 平日（月～金）AM9:00～PM５:00 
        平成 4年 9月      宗像市消費者センターに名称変更 
        平成 9年 4月   受付時間の延長と相談体制の充実 
             窓口 平日（月～金）AM8:30～PM5:00 
    平成 18年 4月   消費者支援ネット宗像に相談業務を委託 
    平成 20年 2月   新消費者センター竣工 
機構    産業振興部         商工観光課・消費者センター 
組織    所   長         消費生活相談員 5人 

       
  施設 鉄筋コンクリート平屋建て 

 
           

事務コーナー 

相談室 
インターネット端末 

ミーティングフロア

玄 関 

[平面図] 

書  庫 

資料展示 

総面積：約 73㎡ 

 
 
 
 
 



 
新消費者センター建設概要 

 
竣 工  平成 20年 2月 
所在地  宗像市土穴三丁目 1番 45号  
施 設  鉄骨造 2階建て 

            敷地面積 146.37㎡ 
建築面積 64.11㎡ 
床面積  128.22㎡ 
1階   カウンター、事務室、相談室（2）、トイレ 
2階   会議室（24名）、和室会議室（6名）、湯沸室、倉庫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１階 ２階 
 

 



 
 
 
 

２ 平成 19年度事業概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2. 平成 19 年度事業の概要                       

消費生活相談   

深刻な多重債務相談や携帯電話、パソコンによるインターネットトラブル 

平成 19 年度に市消費者センターに寄せられた消費生活相談は、前年度の 1,612 件から 237

件減少し、1,375 件となりました。これは、葉書や封書による架空請求の相談が減少したこと

によるものです。しかし、相談内容は複雑なものが多く、消費者からの聞き取りや、業者との

斡旋交渉には時間を要しました。なかには、販売店から、商品やサービスについて十分な説明

や、デメリットについて告げられないまま、『電話の使用料金が安くなる』、『今、投資すれば

儲かる』などのメリットだけを強調されて契約していました。投資契約に関しては、契約金額

も高額であり、販売店の倒産や連絡が取れないなどにより、相談者が深刻な被害に遭うケース

もありました。さらに、以前から相談の多い多重債務問題が、内閣府の『多重債務改善プログ

ラム』により地方自治体の取組みの必要性が明確にされました。消費者センターにおいても、

県弁護士会が初回の相談は 30 分無料であることを情報提供し、多重債務者を弁護士センター

へ紹介しました。消費者センターでは、債務整理についての説明や契約者本人が専門機関に相

談することが多重債務の解決の一歩であることを市広報紙やホームページ、コミュニティ紙に

掲載し、多重債務者が一人でも多く相談するよう呼びかけました。 

その他、パソコンや携帯サイトのワンクリック詐欺や、無料の懸賞サイトや占いサイトに登

録したところ出会い系サイトのメールが入るとか、携帯電話に架空請求メールが入るとの相談

がありました。有名な英会話教室の倒産やパソコン教室の閉鎖により、受講生から、前払いし

た料金が返金されないなどの苦情も多数寄せられました。 

センターでは、市民に最新の情報が届くよう、年間を通じて、市広報やコミュニティ・セン

ターと連携を取り、悪質商法について記事の提供を行いました。さらに、消費者が自主性を持

ち健全な消費生活ができるよう、消費者講座『くらしの知恵増講座』を 5回開催するとともに、

相談員が地域老人会や大学などに出向き、最新の悪質商法などについて出前講座を行いました。 

   消費生活相談 

苦情相談件数          1,267件（個人情報相談 3件含む） 

問合せ・要望件数          108件 

計             1,375件    

消費者啓発 

主催講座               5回（483人） 

出前講座              13回（1,357人） 

受講者総数            1,840人      ＊（  ）は受講者数 

情報提供 

市広報紙       12回   市ホームページ    毎月更新 

コミュニティ紙    12回   チラシ・パンフレット（市内大学入学式にて配布） 



 
 

 
 
 
 

３ 消費生活相談 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  3．消費生活相談                              

（１）相談受付件数の推移（図１．表１．） 

相談受付件数は、架空・不当請求が減少したのに伴い前年度と比べ、全体では 237 件（約 14.7％）

減の 1,375 件となりました。 

図１ 苦情・問合せ要望 受付推移 (件数) 

 

  

 

表１  苦情 問合せ・要望 受付件数推移 

区 分 

平成 15 年度 平成 16年度 平成 17 年度 平成 18年度 平成 19 年度 

受付  

件数 

構成比 

（％） 

受付  

件数 

構成比 

（％） 

受付  

件数 

構成比 

（％） 

受付  

件数 

構成比 

（％） 

受付  

件数 

構成比 

（％） 

苦 情 
1,926 94.7 2,625 93.9 1,694 91.8 1,500 93.1 1,267 92.2 

問合せ・要望 107 5.3 172 6.1 152 8.2 112 6.9 108 7.8 

計 2,033 100 2,797 100 1,846 100 1,612 100 1,375 100 

 

平成 19 年度の相談の多かった商品とサービス(上位 5項目) 

順位 件数 商品・サービス 

1 202 フリーローン・サラ金 

2 182 有料サイト利用料の不当請求など 

3 74 葉書や封書による架空請求など 

4 48 不動産貸借 

5 46 新聞 
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（2） 商品・役務別状況 （表 2．表 3．図 2） 
  『金融保険サービス』の約 72％（202件）がフリーローン・サラ金における多重債務相談、『運輸・通信サービ

ス』の約 79％（182 件）がパソコンや携帯電話のサイト料金の不当請求に関するものでした。『土地・建物・設備』は

主に住宅の工事・建築や賃貸住宅の敷金に関するものでした。『教養娯楽品』の 39％（46件）が新聞契約に関する苦情

でした。『商品一般』の 99％（74件）が葉書や封書による架空請求でした。 

（表 2） 

 平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 

1 運輸・通信サービス 

674 

運輸・通信サービス 

1,557 

商品一般 

460 

商品一般 

308 

金融・保険サービス 

280 

2 金融・保険サービス 

492 

金融・保険サービス 

239 

運輸・通信サービス 

306 

金融・保険サービス 

269 

運輸・通信サービス 

229 

3 教養娯楽品 

147 

教養娯楽品 

160 

金融・保険サービス 

235 

運輸・通信サービス 

230 

土地・建物・設備 

135 

4 住居品 

95 

住居品 

96 

土地・建物・設備 

159 

土地・建物・設備 

137 

教養娯楽品 

118 

5 教養・娯楽サービス 

52 

商品一般 

87 

教養娯楽品 

128 

教養娯楽品 

136 

商品一般 

75 

商品・役務別相談受付件数推移（表 3） 
  平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 

商 品 470 586 888 730 467 

役 務 1,461 2,124 857 782 807 

他 の 相 談 102 87 101 100 101 

合 計 2,033 2,797 1,846 1,612 1,375 

図 2  (表 3関連グラフ) 商品・役務別相談受付件数推移 

 
 
 



 （3）契約当事者年代別相談内容 

10 歳代(41 件)  中学生・高校生・大学生からの相談が多い有料サイトのトラブル  

 

    10 歳代の相談で多いのは、パソコンや携帯電話で『無料』と表示のサイトを利用したにも関わらず 

料金を請求される不当請求の相談です。友人が勧めた芸能人とメール交換できる無料のサイトに、 

アクセスすると有料になり料金を請求されたとか、一度クリックしただけで突然登録となり高額な 

利用料を請求された等の内容でした。他にも、携帯電話のパケット料金が高額だが支払わなければ 

いけないかなど、携帯電話やパソコンの普及でインターネット関係のトラブルが多発しています。 

20 歳代(221 件)  20 代から多重債務に／敷金返還についてのトラブル 

    

 

 

 

 

 

  

30 歳代(217 件)  長期化している多重債務／中古自動車の契約に関するトラブル  

 

 20 歳代に次いで多重債務相談が多く、生活費やパチンコ等の遊興費など 20 歳代で作った借金が債 

 務整理されないまま長期化していました。その他、中古自動車の購入に伴う備品の不具合によるト 

ラブルや、走行メーターが巻き戻しされていたなどの苦情もありました。 

 

40 歳代(177 件)  家族や身内を巻き込む多重債務者／資格商法の二次被害目立つ  

 

  1 千万円以上の債務を持つ多重債務者が、ヤミ金融にも手を出し家族や身内を巻き込んでいる事例も 

ありました。次に、購読料のサービスや景品につられて長期契約した新聞購読契約について、一方 

的に解約できないかとの相談があり、契約について説明しました。その他、職場や家庭に電話をか 

け、過去の資格教材などの契約情報を元に、「終了手続きが終わっていない」とおどし、新たな資格 

教材を契約させる資格商法の二次被害も 40 歳代に多くみられました。 

50 歳代（236 件） 夫婦で多重債務/保険契約に関するトラブル  

 

夫婦で借金を重ねるなど、債務額が高額で深刻な多重債務の相談が目立ちました。そのため、融資保 

証金詐欺やヤミ金融の被害にあう事例が、この年代に一番多くありました。次に個人年金保険の満期 

額や配当金が減額されているとの苦情や、医療保険の入院給付金が出ないなど保険契約に関するトラ 

ブルが 50歳代に多くみられました。 

60 歳代 (184 件) リフォーム工事の苦情/儲かると言われて投資したが被害に 

 

 

 

 

 

屋根工事や塗装工事などリフォーム工事に関する訪問販売業者による契約勧誘トラブルや、自ら依

頼したリフォーム工事の工事内容や金額に関する苦情がありました。次に、投資の勧誘に伴う苦情

が多いのが 60 歳代です。『出資すれば儲かる』と電話で勧誘され、1千万円を超すお金が被害に遭

うという悲惨な事例もありました。 

20 歳代も、有料サイトの不当請求の相談が多く、懸賞サイトや無料の占いサイト、無料のアダル

トサイトなどへのアクセスが多いのも原因の一つです。次に、多重債務の相談が年代別でもトッ

プです。生活費の補填や、クレジットカードで商品の購入やキャッシングをしてカード破産に陥

る事例もありました。その他、賃貸住宅に伴う敷金返還についてのトラブル、無料体験チケット

で出かけたエステ店で痩身エステや痩身下着などの契約、英会話教室の倒産に伴う受講料の返金

トラブルなどがありました。 

 

 



70歳代以上(256件) 新聞の長期購読契約トラブル/固定電話料金が安くなると言われたけれど 

 

新聞販売店の勧誘員が、高齢者に数年先の長期契約をさせている事例が多くみられました。そのため、高齢者が 

契約していたことを忘れ、他の新聞と契約が重なり困っているとか、契約者である配偶者が死亡して経済的に負担 

なので解約したい等、新聞トラブルが年代で一番多くなっています。次に固定電話の電話料金が安くなると電話勧 

誘されて承諾したが、今までどおりでいいので解約したいとの相談も多くありました。 

表４  契約当事者年代別相談内容（商品・役務別 上位 5）（単位：件）                                 

年代 件数 1位 2位 3位 4位 5位 

10歳代 41 
オンライン等関連サ

ービス（22） 

新聞（2） 

フリーローン・サラ金（2） 

他の健康食品 （１）  

基礎化粧品  （１） 

20歳代 221 
オンライン等関連サ

ービス（46） 

フリーローン・サラ金

（41） 

不動産貸借 

（14） 

エステサー

ビス（8） 

外国語・会話教室 

（7） 

30歳代 217 
オンライン等関連サ

ービス（42） 

フリーローン・サラ金

（41） 

不動産貸借 

（16） 

商品一般 

（10） 

四輪自動車 

（7） 

40歳代 177 
フリーローン・サラ金

（35） 

オンライン等関連サ

ービス（32） 

商品一般 

（15） 

新聞 

（7） 

資格取得用教材 

（6） 

50歳代 236 
フリーローン・サラ金

（43） 

オンライン等関連サ

ービス（21） 

商品一般 

（20） 

クリーニング（9） 

会社生命保険（9） 

60歳代 184 
フリーローン・サラ金

（18） 

オンライン等関連サ

ービス（14） 

商品一般 

（13） 

工事・建築 （8） 

他の台所用品（8） 

70歳以上 256 
新聞  （19） 電話サービス  (16)  フリーローン・サラ

金（14） 

工事・建築 （11） 

商品一般  （11） 

表 5   相談者年代別 受付件数推移                 

  平成１5年度 平成 16年度 平成 17 年度 平成 18年度 平成 19年度 

10 歳代 35 67 31 20 13 

20 歳代 355 332 155 122 170 

30 歳代 382 415 227 211 198 

40 歳代 403 686 309 240 197 

50 歳代 405 490 327 341 300 

60 歳代 229 420 444 320 230 

70 歳以上 192 356 318 324 241 

団体・不明 32 31 35 34 26 

計 2,033 2,797 1,846 1,612 1,375 

 



(4)  購入形態別相談内容  

表 6  購入形態別相談受付件数推移 (個人情報相談の 3件を除く) 

区 分 平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 

店舗購入 356 384 392 376 486 

訪問販売 299 369 332 323 227 

通信販売 979 1,699 836 562 329 

電話勧誘販売 86 80 65 87 42 

マルチ商法 29 35 18 26 37 

その他無店舗 20 8 5 13 6 

ネガティブオプション 4 3 1 ４ 0 

不明・無関係 260 219 197 214 245 

計 2,033 2,797 1,846 1,605 1,372 

※ ネガティブオプションとは   商品を一方的に送りつけ、消費者が受け取った以上購入し 

なければならないと勘違いして支払うことをねらった商法。 

表 7  訪問販売（227 件）(平成 19 年度上位 20 件) 

順位 商品・役務 件 数 順位 商品・役務 件 数 

1 新聞 43 11 家庭用電気治療器具 6 

2 工事・建築 18 12 エステティックサービス 4 

3 浄水器 15 12 ハンカチーフ 4 

4 ふとん類 11 12 緊急通報システム 4 

5 電話サービス 10 12 せん定等サービス 4 

6 会社生命保険 8 12 他の健康食品（酵素他） 4 

6 冠婚葬祭互助会 8 17 放送サービス 3 

8 修理サービス 7 17 健康食品 3 

9 給湯システム 6 17 他の通信サービス 3 

9 補習用教材 6 17 印鑑 3 

＊訪問販売は、家庭訪問販売（191件）、アポイントメントセールス（10件）、キャッチセール（5件）、 

SF商法（2件））、職場訪問販売（2件）、その他の訪問販売（17件）です。 

アポイントメントセールスとは・・・電話や郵便や訪問で販売目的を隠して消費者を呼び出すもの。 

                ◆エステティックサービス◆アクセサリー◆健康食品◆下着 

キャッチセールス・・・・・・・・特定の消費者に呼びかけて、営業所等まで案内してそこで契約させるもの 

◆基礎化粧品◆エステティックサービス◆タレント・モデル養成 

SF商法とは・・・・・・・・・・最初に無料か安い商品を来訪者に提供し、雰囲気のたかまったところで 

業者が売り込もうとする商品を説明し買わせる商法。 

◆ふとん◆家庭用電気治療器具他   



（5）内容別相談内容の推移 
 表 8 

平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 
相談内容 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

安全・衛生 33 1.0 51 0.9 57 1.5 55 1.6 54 1.8 

品質・機能 135 4.0 196 3.3 225 6.1 260 7.7 254 8.7 

法規・基準 195 5.7 200 3.4 150 4.1 209 6.2 257 8.8 

価格・料金 405 11.9 592 10.1 201 5.5 275 8.1 303 10.4 

計量・量目 6 0.2 7 0.1 2 0.1 1 0.0 3 0.1 

表示・広告 44 1.3 222 3.8 162 4.4 135 4.0 132 4.5 

販売方法 897 26.3 2,076 35.4 1,236 33.5 972 28.8 659 22.6 

契約・解約 1,566 46.0 2,290 39.1 1,467 39.8 1,271 37.6 1,058 36.2 

接客対応 102 3.0 203 3.5 160 4.3 181 5.4 179 6.1 

包装･容器 1 0.0 2 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

施設・設備 0 0.0 3 0.1 1 0.0 0 0.0 2 0.1 

買物相談 10 0.3 10 0.2 15 0.4 10 0.3 7 0.2 

生活知識 5 0.1 1 0.0 7 0.2 7 0.2 8 0.3 

その他 6 0.2 4 0.1 2 0.1 4 0.1 3 0.1 

合   計 3405 100.0 5,857 100.0 3,685 100.0 3,380 100.0 2,919 100.0 

 
（6） 表 9  相談処理結果 

他機関紹介 29 斡旋不調 4 
助言 910 処理不能 11 
その他情報提供 260 処理不要 13 
斡旋解決 148 計 1,375 

（7） 苦情金額と救済金額 
  フリーローン・サラ金の借入金額が 3億 6千万円に上り、苦情金額の 45 ％を占めています。 

     表 10                          (単位：千円) 
                                                                 平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度 平成18年度 平成19年度 

苦情金額 621,864 730,663 777,078 515,925 821,568 

フリーローン・サラ金 250,130 261,394 292,025 210,223 367,411 
救済金額 106,184 142,022 123,925 99,569 62,085 

 



   
 
（8）地域別受付件数 （表 11）  

地 

域 

吉
武 

赤
間 

赤
間
西 

自
由
ヶ
丘 

河
東 

南
郷 

東
郷 

日
の
里 

田
島 

神
湊 

池
野 

岬 

大
島 

市
内
不
明 

市
内
団
体 

市
外 

計 

24 197 101 161 169 53 121 172 10 15 45 18 5 117 12 155 1375 

 
     （表 11 関連グラフ） 

     
 

        表 12  宗像市外の地域別相談受付件数上位 12位 

地 

域 
福
津
市 

岡
垣
町 

古
賀
市 

福
岡
市 

北
九
州
市 

久
留
米
市 

直
方
市 

遠
賀
町 

鹿
児
島
県 

飯
塚
市 

若
宮
町 

糟
屋
郡 

件数 56 19 17 15 6 6 4 3 3 2 2 2 

          (表 12 関連グラフ) 
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